職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
クラシックピアノを専門に、フリーランスの演奏家として◯年活動しています。自主企画のソロリサイタル、弦楽器・声楽との室内楽、合唱団や音楽大学受験生の伴奏を中心に年間約◯本の本番を担当し、依頼元は音楽ホール、演奏団体、教育機関などです。限られたリハーサル回数でも仕上げられるよう、譜読み段階で共演者へ運指やテンポの選択肢を共有し、当日の修正を最小限に抑える進め方を続けています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：フリーランス演奏家（クラシックピアノ／ソロ・室内楽・伴奏）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：演奏家
【担当業務】
・自主企画ソロリサイタルの開催（年◯回、客席規模◯〜◯席のホール、プログラム構成と当日運営を担当）
・弦楽器・管楽器・声楽との室内楽公演への出演（年◯回、リハーサル日程の調整を含む）
・合唱団の練習伴奏および本番伴奏、音楽大学受験生のレッスン伴奏（年◯本）
・音楽教室でのピアノ個人レッスン（週◯コマ、初心者から受験準備まで担当）
【実績】
・自主企画リサイタルを年◯回継続し、来場者アンケートで次回案内の受け取り希望が回答の約◯%となり、次公演の先行予約枠が◯回連続で満席となった
・リハーサル◯回のみの伴奏依頼が続いた時期に、楽譜への確認事項と参考音源を事前共有する方式へ変更し、当日の合わせ直しを減らして同じ共演者からの再依頼が年◯件に増えた


■活かせる経験・知識・スキル
・クラシックピアノ（バロックから近現代までのソロ曲、協奏曲、室内楽、声楽・合唱伴奏）
・初見演奏、移調奏、歌い手の音域に合わせたキー変更への対応
・DAWを用いた自主録音・音源編集（練習用音源や配信用素材の作成）
・公演の企画立案、チラシ原稿作成、SNSでの告知と来場者管理
■資格
・◯◯音楽大学 器楽科ピアノ専攻 卒業（20XX年3月）
・中学校・高等学校教諭一種免許状（音楽）（20XX年3月取得）
■自己PR
共演者の演奏意図を短時間で把握し、伴奏として音量・テンポ・ペダリングを合わせられることが強みです。年間約◯本の伴奏依頼のうち多くがリハーサル◯回のみという条件でしたが、事前に音源と楽譜へ書き込んだ確認事項を共有し、当日は要所の合わせに時間を使う進め方に変えたところ、同じ共演者から継続して依頼をいただけるようになりました。貴団体の公演でも、指揮者や共演者の指示を素早く反映し、本番までの限られた稽古時間を有効に使える奏者として貢献します。
以上
